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Ⅰ熊本大学附属図書館の現況及び特徴  

１現況  
（１）学部等名：熊本大学附属図書館  
 
２特徴  

熊本大学附属図書館は、昭和24年５月31日の熊本大学設置に伴い、熊本医科大学、第五

高等学校、熊本師範学校男子部・女子部、熊本青年師範学校、熊本薬学専門学校及び熊本

工業専門学校の各附属図書館（室）を統合して発足した。発足時の施設は、中央館が黒髪

北、工学部分館が黒髪南、医学部分館が本荘、薬学部分館が大江の各地区に所在し、教育

学部分館は京町と内坪井町にあり、それぞれで管理運営を行っていた。 

 現在は中央館のほか２分館（医学系と薬学部）の体制をとっている。この間、蔵書数が

約７倍に増えたことをはじめ、分館における24時間開館の実現や、電子コンテンツの集積 

・整備を行うなど、学術情報基盤としての役割をますます高めていっている。 

 現在の附属図書館に求められている機能・役割については、「総合情報環構想２０１６

」（平成27年12月）で具体的に提言されている。「総合情報環構想２０１６」は、５つの

環（情報サービスの環、インフラ基盤の環、ＩＲデータベースの環、セキュリティ基盤の

環、組織連携の環）という概念のもとに本学キャンパス環境の高度情報化に関するビジョ

ンをまとめたものである。その中で、電子コンテンツの充実と効率的な運用、貴重資料の

デジタル化及び効率的なアクセス可能な体制の整備、オープンアクセスを実現する手段と

して、学術リポジトリを活用した運用体制の構築及び整備拡充が附属図書館には求められ

ている。 

 平成25年10月に全面改修した附属図書館（中央館）に新設したラーニングコモンズは、

多様な情報源から収集するデジタル情報や紙媒体資料（図書）をもとにディスカッション

やディベートを展開する主体的な学修の場であり、問題解決型の能動的学修（アクティブ

・ラーニング）の実践の場となっている。 

 平成20年度に創設された「熊本大学東光原文学賞」では、本学学生の読書への関心を高

め、創作という能動的な知的活動の機会を提供し、さらに地域社会における文学・文化活

動の中核となる人材輩出を目的として毎年開催している。平成26～27年度には学部生のみ

が応募していたが、平成28年度以降は大学院生の応募も増加している。 

 平成18年５月から正式運用を開始している「熊本大学学術リポジトリ」では、熊本大学

の教育・研究活動から生み出された学術成果を収集し、デジタル形式で保存し公開してい

る。日本国内の大学等の機関リポジトリに収録されているデータの一括検索が可能な国立

情報学研究所の機関リポジトリ・ポータルJAIROとも連携している。学術リポジトリに登

録された本学の研究成果は、研究者のみならず、広く一般市民や企業・公的機関へ公開さ

れ、学術情報が広く共有されることになり、本学の社会貢献の一助となっている。昨今の

電子ジャーナル経費の高騰に対抗する手段として論文のオープンアクセス化が取りざたさ

れており、機関リポジトリ（大学学術リポジトリ）への期待が高まっているところであ

る。 

 本学の特色のあるコレクション創生の対象として旧藩政資料、阿蘇家文書、旧制五高資

料、水俣病研究資料等が挙げられる。これらの資料の収集から発信については、附属図書

館単独はもとより個人や学部レベルの研究者だけでは不可能であることから、学内の研究

者と附属図書館との密接な連携により実施することとなった。これを受けて、平成11年10

月に「学術資料調査研究推進室」が附属図書館に設置され、本学としてどのような教育・

研究を行い貢献したか学外から見える形でコレクションを収集・整理・保存し、発信する

こととなった。同推進室では、「水俣病関係学術資料の整理収集」、「熊本大学が所蔵す

る古文書の分析・研究」及び「ラフカディオ・ハーンコレクションの研究」という３つの

テーマのもとに調査研究が行われている。 
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更に附属図書館の特徴として特記すべきこととして、多くの貴重資料を所蔵又は寄託を

受け保管していることが挙げられる。公益財団法人永青文庫から寄託を受けている細川家

北岡文庫（永青文庫）と、本学所蔵の阿蘇家文書は国指定の重要文化財である。このほか

松井家文書、時習館文庫、八雲文庫等々いずれも文化的・学術的に貴重な教育研究資料で

ある。附属図書館では、古文書資料業務の人材育成を目的に昭和60年度より、図書館職員

有志による古文書勉強会を現在まで継続している。現在は、松井家文書「一紙文書」の翻

刻と目録調査票作成作業を行っており、図書館ホームページで一般へ公開している。 

また、附属図書館では、地域への文化貢献の１つとして、昭和59年度から毎年、秋の大

学祭の時期に合わせて資料展及び講演会を開催している。第１回（昭和59年度）から第17

回（平成12年度）までは「特殊資料展」として、第18回（平成13年度）からは「貴重資料

展」として回を重ね、平成30年度には第34回を迎えることとなる。 

 
３組織の目的  

インターネット上の多様な情報資源に対して、学生、教職員が容易にアクセス可能とな

り、学術情報流通においても、主要な海外学術雑誌が電子ジャーナルとして普及するなど

図書館を取り巻く環境はめまぐるしく変化している。 

 図書館を取り巻くこのような状況の中、本学の「教育基本法及び大学設置法の精神に則

り、総合大学として、知の創造、承継、発展に努め、知的、道徳的及び応用的能力を備え

た人材を育成することにより、地域と国際社会に貢献することを目的とする」という理念

に基づき、附属図書館では「熊本大学附属図書館は、学術情報基盤としての不可欠な資料

を収集・保管し、教育・研究環境の充実に努めるとともに、学内外の利用者に対して、効

果的に提供することを目指す。」という理念を掲げて図書館運営の目標としている。  
附属図書館では、目的を大きく「教育・学修支援」「研究支援」「社会貢献」「国際化」「情

報発信」「男女共同参画」の６つに分類し、これらの目的を達成するため次のような具体的

な目標を掲げている。①「教育・学修支援」について、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用し

た教育を推進するとともに、 修学上の相談・助言体制を強化し、学生の能動的かつ自立的

な学修を支援する。②「研究支援」では、学術情報基盤を整備し、本学の研究成果を収集・

保存し、ホームページ等で公開することや研究用データベース等の電子コンテンツの整備

による支援を行う。③「社会貢献」の面からは、貴重資料の公開や公立図書館等との連携

強化により、地域文化の振興や社会の活性化に貢献する。④「国際化」は多言語化を推進

し、図書館のグローバル化に必要な環境整備を行う。⑤「情報発信」では、ホームページ

や広報誌等を充実し、社会に開かれた図書館として、積極的に情報を発信する。⑥｢男女共

同参画｣は、本学の男女共同参画社会の実現を目指した基本方針に添って、ジェンダーの視

点による情報の提供を目指す。 

更に第３期中期目標期間には、｢教育・学修支援｣｢社会貢献｣｢情報発信｣の目標を達成す

るための具体的な到達点を示しており、期間中の目標達成に努めている。 

情報発信に関しては、平成 28 年４月 14 日（木）以降に発生した｢平成 28 年熊本地震｣に

発生直後から関連資料の収集を検討し、平成 28 年７月 14 日付けにて、熊本大学附属図書

館ホームページに『「平成 28 年熊本地震」に関する資料のご提供について（お願い）』を掲

載した。平成 30 年度も資料収集は継続しており、｢熊本地震ライブラリ｣として紙媒体の図

書・雑誌・広報誌・研究報告書等に加え、パネルや写真の展示を中央館内において公開し

ている。地震関連資料のインターネット版へのリンクや、全国の大学による取り組みも図

書館ホームページで紹介している。 

 国際化に関しては、既に英語による図書館利用案内を整備し、留学生の図書館利用促進

のために定期的に図書館ツアーや個別相談会などのサポートを実施している。平成 29 年

度からは、グローバルリーダーコースの合格者へ入学前から図書館を活用できるサポート

体制も整備した。 

中央館と医学系分館にはグループ学修室を整備しており、ラーニングコモンズ共々、批
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判的・合理的な思考力、想像力と構想力、チームワーク力を培養し、従来の大学教育から

の質的転換を実現する場となっている。中央館・医学系分館・薬学部分館が連携して機能

を充実させることにより本学学生の質の向上へ貢献することが期待できる。  
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Ⅱ 社会貢献の領域に関する自己評価書  
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１．社会貢献の目的と特徴  
附属図書館は、全学の社会貢献の目的に沿って「第３期中期目標」（平成 28 年）で、社

会との連携に関する目標として、次の３点を掲げている。 

①  附属図書館所蔵の貴重資料の公開について、企画を充実させた貴重資料展実施計画を

実施する。 

②  学術リポジトリにおける研究成果等の登録を増加させる。 

③  公立図書館等との連携を進める。 

機関（学術）リポジトリでは、教員の論文アーカイブ作業をサポートするとともに、

研究成果を広く社会に発信することで社会貢献を進めており、登録件数の増加を目標と

している。 

中央館には、阿蘇家文書や細川家北岡文庫（永青文庫）をはじめとして国内外から注目

されている非常に貴重な資料を所蔵しており、貴重資料展はこれら学術的な史資料を研究

者と図書館の連携により、一般市民にも分かり易く紹介する大変特徴的で優れた公開事業

である。 

 公共図書館等との連携を進めること及び公共図書館には所蔵されていない特色ある

資料を市民に紹介すること、本学が所蔵する貴重資料を電子化して、記録価値の高いデ

ジタルデータとして残すことやそれを公開することも社会貢献の目的である。  
 平成28年熊本地震に関する各種資料を収集保存し公開することを目的に「熊本地震

ライブラリ」を開設した。地震発生から３ヶ月後に附属図書館のホームページで震災資

料の提供を広く呼びかけ、収集活動を開始した。館内にコーナーを設置して図書・雑

誌・広報誌・研究報告書等を展示する「館内展示」とホームページに掲載されている大

学、市町村等の取組についてまとめた「リンク集」を作成し図書館ホームページ上で公

開している。今後も震災資料の収集を長く継続していくため、業務マニュアル等の整備

を進める。 

 
［想定する関係者とその期待］  

附属図書館における社会貢献において想定する関係者は、インターネットを介すること

によって全世界に及んでいると言うことが出来る。地域における貢献では、一般利用者や

他大学の学生が関係者である。大学図書館が保有する資料を開放することで大学の研究者

とほぼ同等の共益を得ることが出来ることは、大きな魅力であり、一般社会に大きく期待

されている。  
 
２．優れた点及び改善を要する点の抽出  
【優れた点】  

地震発生３ヶ月後から震災資料の収集活動を行い、地震発生の半年後に「熊本地震ライ

ブラリ」を開設している。  
例年実施している、貴重資料展及び公開講演会 /永青文庫セミナーは回を重ねており参加

者の過半数が一般市民であることは、地域貢献活動の成果である。また、熊本地震により

開催が危ぶまれたが、早期の復旧を果たしたことから無事に開催し前年度よりも参加数が

増加した。  
 
【改善を要する点】  

平成 28～29 年度に学術リポジトリのダウンロード件数が減少しており、今後利活用に

ついて検討を要する。  
 
３．観点ごとの分析及び判定  
分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、社会貢献及び地域貢献活動が適切に行われ、成果を

上げていること。  
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観点 社会貢献活動及び地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわ

しい計画や具体的方針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・

周知されているか。  
（観点に係る状況）  

附属図書館の社会貢献活動及び地域貢献活動の計画・方針は、理念と目標・計画（資料

C-1-1-1-1）により定められている。 

 熊本大学学術リポジトリの目的や方針は、学術リポジトリ運用指針（資料 C-1-1-1-2）

により定められている。 

 貴重資料の美術館・博物館への貸出、貴重資料の電子化活動の目的や方針は、貴重資料

公開指針（資料 C-1-1-1-3）により定められており、平成 28 年度に貴重資料の積極的展開

を目標に、貴重資料の整備・公開計画を策定した（資料 C-1-1-1-4）。 

 貴重資料展の開催にあたっては、メディアへ後援名義を依頼し、ポスターやちらしを作

成し配付している（資料 C-1-1-1-5）。  

一般市民を対象（資料 C-1-1-1-6）に、図書館を開放して閲覧・貸出サービスを実施し

ており、図書館ホームページに「利用のための手続き（学外者）」（資料 C-1-1-1-7）を掲載

して周知を図っている。 

 公立図書館等との連携についても第３期中期目標に掲げて強化を図っている。 

上記の目的と計画は、熊本大学附属図書館及び熊本大学のホームページに掲載されてい

る（資料 C-1-1-1-8）。 

 
（資料 C-1-1-1-1）理念と目標・計画（抜粋）  

 
（出典：附属図書館ホームページ）  
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（資料 C-1-1-1-2）熊本大学附属図書館学術リポジトリ運用指針（抜粋）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：図書館課資料）   
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（資料 C-1-1-1-3）熊本大学附属図書館貴重資料公開指針（抜粋）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    （出典：附属図書館・規則  
 
 
 
 
 
 
 

    （出典：附属図書館・規則）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熊本大学附属図書館貴重資料公開指針 

(平成 22 年 3 月 24 日指針第 1 号)

 (目的)  

第 1 この指針は、熊本大学(以下「本学」という。)が所蔵し、又は寄託された貴重資料のうち熊本

大学附属図書館(以下「図書館」という。) において保管する資料の公開等に関し必要な事項を定

め、本学の知の一般社会への還元を推進するとともに、所有権者、管理権者及び利用者の諸権

利の保護を図 り、もって当該資料の後世への価値ある継承を保証することを目的とする。  

(定義)  

第 2 この指針において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。  

 (1) 貴重資料 本学が所蔵する阿蘇家文書、寄託された永青文庫資料等で図書館運営委員会

において認定されたものをいう。  

 (2) 所蔵資料 貴重資料のうち本学が所有するものをいう。  

 (3) 寄託資料 貴重資料のうち本学が管理を寄託されたものをいう。  

 (4) 複製 撮影、デジタル情報の保存、復刻及び翻刻をいう。ただし、模写を除く。  

 (5) 頒布 貴重資料の全部又は一部若しくは作品の一部分の複製物を配布することをいう。  

 (6) ネットワーク インターネット又は学内等のローカルエリアネットワークをいう。  

 (7) 公開 閲覧、貸出、複製及び頒布のための供与並びに頒布及びネットワークを介してのデ

ジタル情報の供与をいう。  

(適用範囲)  

第 3 この指針は、貴重資料を公開する本学のすべての者に適用する。  
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（資料 C-1-1-1-4）貴重資料の整備・公開計画  

 

貴重資料の整備・公開計画 

平成 28 年 12 月 15 日 

附 属 図 書 館 長 裁 定 

 

１．目標 

  本学の第３期中期目標・中期計画では、社会連携、社会貢献活動を積極的に展開することを目標

とする。附属図書館では、知の社会還元、文化振興への貢献機能を強化させる「貴重資料展・講

演会の継続実施と充実」と、「貴重資料のデジタル化をさらに推進させ資料の保存と利用両面の促

進を図る」ため、次のとおり計画する。【計画番号 32】【計画番号 77】 

 

２．具体的計画 

(1) 貴重資料展および公開講演会の充実【計画番号 32】 

昭和 59 年から実施している貴重資料展は、30 回以上の実績をもち、併せてテーマに関連する

資料も毎年一般に公開している。貴重資料展の充実には、永青文庫研究センターとの連携は必須

であり、貴重資料展・公開講演会を永青文庫研究センターと共催で次の方針により開催する。 

・ 永青文庫研究センターと共催で、年に１度、貴重資料展・公開講演会を開催する。 

・ 資料展のテーマ・展示資料は、永青文庫研究センター推薦による教員が決定し、監修する。

・ 資料展の解説目録を作成し、来場者等へ配布する。 

・ 資料展終了後、解説目録のデジタルデータを図書館 HPで公開する。 

・ 広く意見を募集する目的で来場者アンケートを実施し、計画期間内の数値目標として、アン

ケート回収率および来場者の満足度を 70％以上とする。 

 

(2) 貴重資料のデジタル化【計画番号 77】 

附属図書館は、貴重な古文書群のコレクションを数多く保管しているが、その中でも「松井家

文書」は、細川家の城代家老として豊後統治時代から明治初年までの資料が残されており、細川

家の「北岡文庫（＝永青文庫）」と相俟って、肥後藩政史研究上貴重なものである。「松井家文書

第二 松井一紙」は、永青文庫研究センターと連携をとり、次の方針により公開する。 

・ 「松井家文書 第二 松井一紙」目録は、第二期中期目標期間中に 1,200 件の目録を公開し

たが、調査を続行するとともに件数の増加を図り、且つ、文字データ目録へ画像データを追加

する。 

・ 本学が所蔵する貴重資料を記録価値の高いデジタルデータとして保存および公開する。 

・ デジタルデータ公開にあたっては、「熊本大学附属図書館貴重資料公開指針」に準拠する。 

 

３．期間 

本計画は、平成 29 年度から平成 33年度までの５年間とする。 

 

 

熊本大学附属図書館



熊本大学附属図書館 

11 
 

                    （出典：図書館課資料）  
（資料 C-1-1-1-5）ポスター例（第 33 回熊本大学附属図書館貴重資料展）  
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    （出典：図書館課資料）  
 
（資料 C-1-1-1-6）熊本大学附属図書館利用規則  
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  （出典：附属図書館・規則）  
（資料 C-1-1-1-7）利用のための手続き（学外者）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  （出典：附属図書館ホームページ  
 http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/guide/visitors/circulation）  

 
 
（資料 C-1-1-1-8）ホームページ公開アドレス  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        （出典：附属図書館ホームページ、熊本大学ホームページ） 
 
 

資料Ｃ－１－１－１－１ 理念と目標・計画  
http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/about/aboutus/vision 
 
資料Ｃ－１－１－１－２ 熊本大学附属図書館学術リポジトリ運用指針  
http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/reposit/indicator.pdf 
 
資料Ｃ－１－１－１－３ 熊本大学附属図書館貴重資料公開指針 （熊本大学）  
http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/frame/frame110000708.htm 
 

資料Ｃ－１－１－１－５ 第 33 回熊本大学附属図書館貴重資料展ポスター  
http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/sites/default/files/33_kumamotojyou_0.pdf 
 
資料Ｃ－１－１－１－６ 熊本大学附属図書館利用規則  
http://kokai.jimu.kumamoto-u.ac.jp/~kisoku/act/print/print110000430.htm 
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（水準）  
期待される水準にある。  

（判断理由）  
社会貢献及び地域貢献活動の計画や方針は定められており、熊本大学及び附属図書館ホ

ームページに掲載し公開する以外に館内のデジタルサイネージ、ポスター等でも周知を図

っていることから期待される水準にあると判断できる。  
 
観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  
 熊本大学学術リポジトリの収録コンテンツ数は、順調に増加しており、平成 29 年度末の

収録コンテンツ数は、14,227 件である（資料 C-1-2-1-1）。 

 附属図書館は、阿蘇家文書、松井家文書、細川家北岡文庫（永青文庫）など、国指定重

要文化財を含む大変貴重な古文書を多数所蔵している。これらの貴重資料は館外貸出を実

施しており、過去４年間の状況は資料のとおりである（資料 C-1-2-1-2）。 

貴重資料の整備・公開計画に基づき、貴重資料展及び公開講演会・永青文庫セミナーを

実施している（資料 C-1-2-1-3）（資料 C-1-2-1-4）。 

貴重資料の電子化については、整備・公開計画に則って進め、「松井家文書 第二 松井

一紙」2,000 件の目録を公開し、さらに平成 29 年度は画像データを 467 点追加し内容を充

実させている（資料 C-1-2-1-5）。平成 30 年度より、学内共同研究施設である永青文庫研

究センターと連携し、｢文化的・学術的な資料等の保存等｣の目的で松井家文書の修復や画

像データ作成を計画している。 

附属図書館では、中央館・分館とも一般市民の入館利用を認め、中央館では地域住民へ

の要望に応えるものとして、平成 12 年度から県内在住の一般市民に利用登録を行った上

で貸出サービスを実施している（資料 C-1-2-1-6）。 

震災資料の収集については、大学附属図書館であることから大学等の教育研究機関によ

る学術的な資料を中心に収集し、並行して広報誌やチラシ、パンフレット類も収集してい

る（資料 C-1-2-1-7）。震災直後は冊子体資料の発行は少なかったが、ウェブ上では各機関

の支援活動報告が多く見られたことからウェブサイトを中心とした情報収集を行い、熊本

地震関連リンク集を作成した。発災半年後に館内に「熊本地震ライブラリ」館内展示コー

ナーを設置した（資料 C-1-2-1-8）。 

熊本地震後の館内の復旧作業について、各担当において震災当初の初期対応から５月末

までの約１ヶ月半に渡る復旧活動記録をとりまとめ、平成 29 年３月に熊本大学学術リポ

ジトリに掲載した。国立国会図書館が運用する図書館に関する情報ポータルにも取り上げ

られた（資料 C-1-2-1-9）。 

図書館関係雑誌や企業広報誌から熊本地震対応についての記事作成依頼があり記事投稿

を行うともに、近畿地区や北陸甲信越地区大学図書館職員研修会において地震対策や復旧

活動についての講演依頼があり、職員が講演し情報発信を行った。 

また、「大学 COC 事業」及び「COC+」の支援として専門コーナーを設けたほか、学生や一

般市民の方を対象とした公開講座をラーニングコモンズにて開催されている。（平成 28 年

度） 

 
（資料 C-1-2-1-1）学術リポジトリコンテンツ登録件数推移  

 （単位：件）  
 H26 H27 H28 H29 

登録累計  12,653 13,252 13,619 14,227 
年間登録数  611 599 367 608 

※登録累計は、各年度末の件数     （出典：図書館課資料）  
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（資料 C-1-2-1-2）貴重資料・貸出リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 年度 貸出先 展覧会名 会期 点数 備考

1 26年度 東京・永青文庫（目白台） 永青文庫夏季展示「能を読む」 2014.7.5～2014.9.28 4 永青文庫

2 26年度 羽田Discovery Museum 第15回企画展　永青文庫コレクション 2014.9.13～2014.12.14 2 永青文庫

3 26年度 熊本県立美術館 企画展示　藤崎八旛宮の歴史と名宝 2014.7.11～2014.9.28 2 永青文庫

4 26年度 東京・永青文庫（目白台）
永青文庫秋季展示「国宝の刀　伝えられた武士の
心」

2014.10.4～2014.12.23 3 永青文庫

5 26年度 熊本県立美術館 第Ⅲ期細川コレクション常設展示 2014.10.10～2014.12.23 9 永青文庫

6 26年度 熊本県立美術館 第Ⅲ期細川コレクション特集「信長からの手紙」 2014.10.10～2014.12.14 59 永青文庫

7 26年度 熊本県立美術館 第Ⅳ期細川コレクション特集「細川宏子」 2015.1.8～2015.3.22 5 永青文庫

8 26年度 東京・永青文庫（目白台） 永青文庫冬季展示「信長からの手紙」 2015.1.6～2015.3.15 59 永青文庫

9 26年度 羽田Discovery Museum 第17回企画展　永青文庫コレクション 2015.4.4～2015.7.5 4 永青文庫

10 26年度 熊本県立美術館 第Ⅰ期細川コレクション特集「細川茶わんまつり」 2015.4.4～2015.6.28 11 永青文庫

11 26年度 東京・永青文庫（目白台） 永青文庫春季展示「細川家起請文の世界」 2015.3.21～2015.6.28 31 永青文庫

12 27年度 福岡市博物館 大関ケ原展 2015.8.7～2015.10.4 2 永青文庫

13 27年度 羽田Discovery Museum 2015年夏季展「剣豪宮本武蔵の水墨画」 2015.7.11～2015.10.4 2 永青文庫

14 27年度 熊本県立美術館 親子で見る美術展「二の丸動物園」 2015.7.11～2015.10.4 6 永青文庫

15 27年度 熊本県立美術館 第Ⅱ期細川コレクション特集「能の世界」 2015.7.11～2015.10.4 11 永青文庫

16 27年度 熊本県立美術館 第Ⅲ期細川コレクション特集「南蛮文化と細川家」 2015.10.10～2015.12.23 22 永青文庫

17 27年度 熊本県立美術館 ほとけの里と相良の名宝 2015.10.14～2015.11.29 3 永青文庫

18 27年度 九州歴史資料館 四王寺山の1350年　大野城から祈りの山へ 2015.10.24～2015.12.6 1 阿蘇家文書

19 27年度 東京・永青文庫（目白台） 冬季展示「狂言を楽しむ」 2016.1.8～2016.2.21 6 永青文庫

20 27年度 東京・永青文庫（目白台） 早春展示「桃の節句　細川家のお雛さま」 2016.2.27～2016.4.10 2 永青文庫

21 27年度 熊本県立美術館 開館40周年記念　大熊本県立美術館展 2016.4.8～2016.5.22 5 永青文庫

22 28年度 熊本県立美術館 第Ⅰ期細川コレクション特集「大名と遊び」 2016.5.28～2016.7.3 22 永青文庫

23 28年度 東京・永青文庫（目白台） 夏季展「歌仙　兼定登場」 2016.7.9～2016.10.2 6 永青文庫

24 28年度 八代市立博物館
夏季特別展覧会「行ってみよう！江戸時代～八代の
町と村」

2016.7.15～2016.9.4 4 松井文庫

25 28年度 熊本県立美術館 親子でみる美術展　二の丸トラベル 2016.7.16～2016.8.21 5 永青文庫

26 28年度 熊本県立美術館 第Ⅱ期細川コレクション特集「細川家殿さまの書」 2016.7.23～2016.10.10 6 永青文庫

27 28年度 大分県立先哲史料館 夏季企画展「ペトロ岐部とキリシタン禁制」 2016.8.20～2016.9.25 3 松井文庫

28 28年度 大阪歴史博物館 2016年ＮＨＫ大河ドラマ特別展「真田丸」 2016.9.17～2016.11.6 1 永青文庫

29 28年度 首里城公園管理部
「うらんだあ・LOO-CHOO来訪記：　異国人がみた琉
球」

201610.7～2016.12.14 1
沖縄風俗絵巻
の複製品

30 28年度 南島原市教育委員会
南島原市×西南学院大学博物館　連携特別展
「原城落城のとき　禁教・潜伏への道のり」

2017.2.15～2017.3.20 2 永青文庫

31 28年度 南島原市教育委員会
南島原市×西南学院大学博物館　連携特別展
「原城落城のとき　禁教・潜伏への道のり」

2017.2.15～2017.3.20 6 松井文庫

32 28年度 東京・永青文庫（目白台） 春季展「熊本城－加藤清正と細川家」 2017.3.18～2017.6.4 13 永青文庫

33 28年度 島根県立古代出雲歴史博物館出雲国風土記-語り継がれる古代の出雲 2017.3.25～2017.5.16 2 永青文庫

34 28年度 熊本県立美術館 細川コレクション特集「震災と復興のメモリー＠熊本」 2017.4.14～2017.5.21 14 永青文庫

35 28年度 熊本県立美術館 平成29年度特別展「土佐の龍馬、肥後の小楠」 2017.4.8～2017.5.14 11 永青文庫

36 28年度 熊本県立美術館 平成29年度特別展「土佐の龍馬、肥後の小楠」 2017.4.8～2017.5.14 10 横井小楠文書

37 29年度 熊本県立美術館 大熊本県立美術館リターンズ 2017. 7.15～2017.9.3 4 永青文庫

38 29年度 西南学院大学博物館
春季特別展「島原半島の信仰と歴史　一揆とその後
の松平氏治世

2017.6.12～2017.8.7 3 松井文庫

39 29年度 熊本県立美術館
第Ⅲ期細川コレクション＜特集＞源氏物語と王朝文
化の美

2017. 9.9～2017.11.12 21 永青文庫

40 29年度 東京・永青文庫（目白台）
秋季展「長谷川等伯障壁画展　南禅寺天授庵と細川
幽斎」

2017. 9.30～2017.11.26 14 永青文庫

41 29年度 東京・永青文庫（目白台） 冬季展「細川家と”天下泰平”　関ヶ原からの50年」 2017.12.9～2018.1.28 25 永青文庫

42 29年度 東京・永青文庫（目白台） 冬季展「細川家と”天下泰平”　関ヶ原からの50年」 2017.12.9～2018.1.28 1 道家家文書

43 29年度 東京・永青文庫（目白台） 冬季展「細川家と”天下泰平”　関ヶ原からの50年」 2017.12.9～2018.1.28 1
道家家文書の
複製品

44 29年度 熊本県立図書館 秋季企画展「顕光院・益姫～江津湖を愛した奥方」 2017.10.5～2017.11.20 6 永青文庫

45 29年度 北九州市立自然史・歴史博物館
秋の特別展「最後の戦国武将　小倉藩主　小笠原忠
真」

2017.10.7～2017.12.3 7 永青文庫

46 29年度 南島原市教育委員会 特別展「江戸の大移住　戦乱の終わりから復興へ」 2018.　2.1～2018.3.9 3 永青文庫

47 29年度 南島原市教育委員会 特別展「江戸の大移住　戦乱の終わりから復興へ」 2018.　2.1～2018.3.9 1 松井文庫

48 29年度 九州歴史資料館
大宰府史跡発掘50年記念特別展「大宰府への道
古代都市と交通」

2018.　4.24～2018.6.17 1 永青文庫

49 29年度 肥後の里山ギャラリー 永青文庫展Ⅳ　「Japan  beuty 物語絵」 2018.4.23～2018.6.23 73 永青文庫

計 515 （点）
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（出典：図書館課資料）                                                                    
（資料 C-1-2-1-3）貴重資料展及び公開講演会 /永青文庫セミナー記録  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：図書館課資料）                                                                     
 
（資料 C-1-2-1-4）  

貴重資料展及び公開講演会 /永青文庫セミナー参加人数推移  
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                    
（出典：図書館課資料）                                                                     
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（資料 C-1-2-1-5）「松井家文書 第二 松井一紙」検索画面  

（出典：附属図書館ホームページ  
http://kijima.lib.kumamoto-u.ac.jp/matsui/ ） 

 
（資料 C-1-2-1-6）一般市民登録者数・入館者数・貸出冊数  

                                        
                              （出典：図書館課資料）  
（資料 C-1-2-1-7）震災資料提供依頼ポスター                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：図書館課資料）                                          

登録者数（人） 入館者数（人） 貸出数（冊）

26年度 601 12,780 4,349
27年度 454 11,755 4,200
28年度 609 9,315 3,345
29年度 498 10,559 4,242
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（資料 C-1-2-1-8） 熊本地震ライブラリ開設  
          
                    

（出典：図書館課資料）  
 
（資料 C-1-2-1-9） カレントアウェアネス・ポータル  

（出典：国立国会図書館ポータル http://current.ndl.go.jp/node/33729）  
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（水準）  
期待される水準を上回る。  

 
（判断理由）  

貴重資料展については、本学研究者の協力のもと昭和 59 年度より継続実施しており、33

回を重ねている。貴重資料の電子化についても計画に基づいた活動を実施している。 

地震発生３ヶ月後から震災資料の収集活動を行い、地震発生の半年後に「熊本地震ライ

ブラリ」の公開や復旧活動について記事投稿や講演会において情報発信を行っている。 

上記のとおり計画に基づいた活動を実施し、熊本地震の資料収集活動や情報発信を行い、

実績を積み重ねており期待される水準を上回ると判断できる。 

 
観点 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して活動の成果が上がって

いるか。  
 
（観点に係る状況）  

学術リポジトリの登録件数は、毎年増加しているが、ダウンロード数については、平成

28 年度から減少が見られる。（C-1-3-1-1）。 

貴重資料の貸出は全国からの要望に応えており、電子化については、整備・公開計画に

則って進め、遠隔地の利用者にも検索・閲覧できる環境を整備し、平成 30 年度以降も内容

を充実させる計画である。 

 貴重資料展・公開講演会/永青文庫セミナーは、毎年半数以上の参加者が一般市民であり

地域貢献活動の成果である（資料 C-1-3-1-2）。29 年度のアンケート結果からは、展示内

容、講演会内容について、７割以上の者が満足との結果が得られている（資料 C-1-3-1-3）。 

 「熊本地震ライブラリ」については、当初は、中央館２階に設置していたが、資料の増

加に伴い 1 階に移設して、学生が撮影した写真や震災体験記のマンガはパネルにして展示

している。設置については、利用者の動線上に配置し、資料の収集状況にあわせて展示内

容を随時更新している（資料 C-1-3-1-4）。震災資料収集の過程で発行が確認された本学研

究者による著作については、重点的にリポジトリへの登録を行っている。資料保存をして

いく中で保存箱等が必要になることから、田嶋記念大学図書館振興財団助成事業の申請を

28 年度末に行い、助成金（50 万円）を獲得した。 
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（資料 C-1-3-1-1）学術リポジトリ PDF ダウンロード (DL)件数  
                                （単位：件）  

 H25(参考 ) H26 H27 H28 H29 
年間 DL 数  519,505 573,002 726,077 464,618 447,322 
DL 数累計  2,168,062 2,741,064 3,467,141 3,931,759 4,379,081 

   （出典：図書館課資料）  
 
（資料 C-1-3-1-2）貴重資料展及び公開講演会 /永青文庫セミナー参加者  

                             （出典：図書館課資料）  
 
（資料 C-1-3-1-3）29 年度貴重資料展・講演会アンケート結果    

（出典：図書館課資料）  
 

36
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134
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66

49
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8

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講演会

展示作品数

展示内容

29年度 貴重資料展・講演会への満足度

A 大変満足

B 満足

C 普通

D やや不満

E 不満

F 記載なし

貴重資料展

一般 他大学 学生 教職員 その他 計

26年度 174 19 60 65 73 391

27年度 196 14 35 68 39 352

28年度 198 14 49 57 39 357

29年度 248 8 41 51 87 435

公開講演会/永青文庫セミナー

一般 他大学 学生 教職員 その他 計

26年度 31 6 13 20 22 92

27年度 63 4 7 15 12 101

28年度 52 3 23 18 7 103

29年度 83 3 10 18 23 137
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（資料 C-1-3-1-4）熊本地震ライブラリ  
館内展示数の推移  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
Web 版リンク機関数推移  

 
 
 
 
 
 
 

                  （出典：図書館課資料）  
 
（水準）  

期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 貴重資料展及び公開講演会/永青文庫セミナーの参加者は、過半数が一般市民であるこ

とから、地域貢献活動の成果とみられる。 

熊本地震ライブラリについては、館内展示数、Web 版リンク機関数ともに着実に増加し

ており、展示場所についても配慮がなされている。 

 
観点 改善のための取組が行われているか。  

（観点に係る状況）  
 社会貢献及び地域貢献活動の状況を検証する組織は、附属図書館運営委員会である（資

料 C-1-4-1-1）。当委員会に事業の実施報告を行い、学内選出委員から改善のための意見を

聴取している。  
 震災資料収集活動については、今後も長く継続していくために、業務マニュアル等の整

備を進め、早期に通常業務として位置付けて行く予定である。また、学内、県内各機関、

震災資料を収集している県外の機関とも情報交換を行い、今後の収集と利活用について検

討をしていきたい。  
 

 開設時  
2016/10/14 

開設 6 ヶ月後  
2017/4/14 

開設 1 年後

2017/10/14 
図書・雑誌  11 45 299 
広報誌（パンフレット類） 54 154 205 
視聴覚資料  0 1 2 
新聞  0 0 16 
計  65 200 522 

 開設時  
2016/10/14 

開設 6 ヶ月後  
2017/4/14 

開設 1 年後

2017/10/14 
大学等教育研究の機関  37 73 74 
国・件・市町村の機関等  13 35 72 
企業・公益社団法人等  0 12 14 
計  50 120 160 
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（資料 C-1-4-1-1）附属図書館組織図  

 
（出典：附属図書館ホームページ  

http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/about/aboutus/organization）  
（水準）  

期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 運営委員会にて審議あるいは報告されており、改善への取り組みは適切に行われている。 
 
４．質の向上度の分析及び判定  
（１） 分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、社会貢献活動及び地域貢献活動が適切に行

われ、成果を上げていること。  
 

改善、向上している  
 
 昭和 59 年度より継続している貴重資料展は、平成 29 年度に第 33 回展覧会を開催した。

参加者には高齢者も多くみられることから、改修後はバリアフリーの環境を考慮し、１階

の古文書閲覧室を会場としている。例年、貴重資料展及び公開講演会/永青文庫セミナーの

参加者の過半数は一般市民である（資料 C-1-3-1-2（19 頁））。 

平成 28 年熊本地震に関する各種資料を収集保存し公開することを目的に「熊本地震

ライブラリ」を開設し、今後も長く継続して収集活動を進めて行く予定である。 

熊本地震の復旧取組活動について、記事の投稿、講演会等での発表など積極的に情報

発信を行った。 
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Ⅲ 国際化の領域に関する自己評価書  
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１．国際化の目的と特徴  
熊本大学はその「目的」で「知的国際交流を積極的に推進するとともに留学生教育に努

め、双方向的な国際交流の担い手の育成を目指す。」と述べている。 

附属図書館では、外国人留学生受入れ推進の観点から、留学生に対応するために図書館

の英語化の推進に努め国際化に必要な環境整備を行うことを目標として掲げている。また、

本学学生の語学力向上を図り、国際社会で活躍できる人材育成のため、国際担当課と連携

し国際化図書の充実を図るとともに、教育研究上、必要不可欠な資料の確保、とりわけ、

電子ジャーナルの整備のため、全国の国公私立大学図書館と連携しながら、電子ジャーナ

ルを安定して提供できる環境の整備を図っている。  
 グローバル化に向けた職員の意識向上を図るため、海外の国際交流事業に図書館職員の

派遣や学内での英語研修への積極的な参加を促している。  
 
［想定する関係者とその期待］  

本学での学修や研究を望んで来日している外国人留学生・研究者も、日本人学生・研究

者と同様の期待を図書館に抱いている。それは学修、研究のための文献調査であり情報収

集の場である。個人の勉強、研究の場であり、レポート作成、PC・プリンタ等の利用のた

めともなっている。 

日本人学生や研究者にとって、図書館は海外そのものについての学修や研究の場であ

る。外国語能力の向上のため、日本文化の再発見のための図書館への期待も大きい。ま

た、外国人留学生や外国人研究者との交流を期待して図書館を利用することも考えられ

る。 

 
２．優れた点及び改善を要する点の抽出  
【優れた点】  
 他部局と連携した国際化図書の購入及び外国語図書コーナーの拡充整備。留学生向け説

明会（個別相談会）の実施。  
 
【改善を要する点】  
 外国語図書の更なる充実とその利用促進  
 
３．観点ごとの分析及び判定  
分析項目Ⅰ 目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。  
観点 国際化の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が

定められているか。また、これらの目的と計画が広く公表されているか。  
（観点に係る状況）  
 附属図書館ホームページの「附属図書館の理念・目標」（http://www.lib.kumamoto-

u.ac.jp/about/aboutus/vision）（資料 D-1-1-1-1）に、国際化について「図書館の国際化

に必要な環境整備を行います。」という目標を掲げ、下記の４点を具体的な計画として挙げ

ている。 

（１）留学生用図書（日本語・外国語）の充実 

（２）ホームページ多言語化の推進 

（３）英語の館内サインの整備とガイドブックの充実 

（４）グローバル教育カレッジとの連携 
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 （資料 D-1-1-1-1）理念と目標・計画（抜粋）  

 
                        （出典：附属図書館ホームページ）  
 
（水準）  

期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 教育の国際化についての目標を掲げ、その目標を達成するための具体的な計画を立てて

いる。その目標及び計画を附属図書館ホームページで公表していることから、期待される

水準にあると判断できる。  
 
観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  
平成 29 年度、国際戦略課と連携協力し、スーパーグローバル大学創成関連経費を財源と

して留学生および在学生の語学力と国際的な教養を培うことを目的とした資料（図書 316

冊、電子ブック 165 点）を購入整備した。図書については、英語に翻訳された J コミック

や英語多読図書を主として、図書館中央館「多目的ラウンジ」に設置している留学生用図

書コーナーの充実を図った。英語多読図書シリーズを中心とした電子ブックについては、

ホームページや OPAC に掲載し、リンク先をクリックするだけで PC から簡単に閲読できる

ようするとともに、国際教育課を通じて学生への周知依頼することで利用促進を図った（資

料 D-1-2-1-1）。 

 ホームページについては、英語版のページを公開しており、非常変災における臨時閉館

のお知らせについては、中国人留学生向けに中国語で併記している。 

 平成 26 年度から留学生向け「日本語の本と論文の探し方」説明会（個別相談会）を開催

し、さらに、27 年度からは前期・後期に分けて実施している（資料 D-1-2-1-2）。 

 平成 26 年度から図書館ＴＡを採用し利用者への学修サポートを実施しているが、ＴＡ

に外国人留学生を採用することで、留学生対応の強化を図っている。 

 グローバル教育カレッジと連携を図り、GLC コース合格者に対し図書館の早期利用を許

可することにより、入学前の学修環境の提供を図っている（資料 D-1-2-1-3）。 
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（資料 D-1-2-1-1）国際化図書購入資料一覧（抜粋）  
 
（H29 スーパーグローバル大学創成予算購入図書）  

 
（出典：図書館課資料）  

 
（資料 D-1-2-1-2）留学生向けガイダンス実施状況  
 

 
 

 （出典：図書館課資料）  
 

                   

 

図書ID 書名　／　著者名

電子ブック ProQuest Ebook Central「Dover世界の名作民話洋書eBookコレクション」一式
電子ブック 「まるごと日本のことばと文化」シリーズ　全9冊 (eBook Lib)
電子ブック にほんご多読ブックス　全34巻 (eBook Lib)
電子ブック にほんご多読ブックス　第二期　全11巻 (eBook Lib)
電子ブック 基礎からわかる日本語表現法 (eBook Lib)
電子ブック 研究留学のすゝめ : 渡航前の準備から留学後のキャリアまで (eBook Lib)
電子ブック 五輪書 (対訳ニッポン双書) (eBook Lib)
電子ブック Manga guide to biochemistry (eBook Lib)
11104731770 47 ronin : a samurai story from Japan / Jennifer Bassett ; illustrated by Dragon76

11104731916
A history of popular culture in Japan : from the seventeenth century to the present /
E. Taylor Atkins

11104731932 Academic writing skills / Peter Chin ... [et al.]
11104731177 And then there were none / by Agatha Christie
11104731649 Checkmate / Malorie Blackman ; retold by Karen Holmes
11104733005 Death note 1 Boredom / story by Tsugumi Ohba ; art by Takeshi Obata
11104731975 Focus on IELTS / Sue O'Connell
11104733137 Fullmetal alchemist / [story and art by] Hiromu Arakawa
11104731789 Hollywood / Janet Hardy-Gould
11104731894 Holy anime! : Japan's view of Christianity / Patrick Drazen
11104731851 Japan / Rachel Bladon
11104731924 Japanese respect language : when, why, and how to use it successfully / P.G. O'Neill
11104731762 John F. Kennedy / Anne Collins
11104731746 John Lennon / Alex Raynham
11104731673 Knife edge / Malorie Blackman ; retold by Karen Holmes
11104731878 Leonardo da Vinci / [by] Alex Raynham
11104731711 Marley & me / John Grogan ; retold by Anne Collins
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（資料 D-1-2-1-3）ＧＬＣ合格者への図書館利用通知  

（出典：図書館課資料）  
 
 
（水準）  

期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 留学生および在学生の語学力と国際的な教養を培うことを目的に資料購入が行われ、留

学生向けに「日本語の本と論文の探し方」説明会が個別に実施されている。ＧＬＣ合格者

には、入学前の学修環境の提供を行っていることから、国際的な教育・研究活動に必要な

整備は期待される水準にあると判断できる。  
 
観点 活動の実績及び学生・研究者の満足度から判断して活動の成果があがっているか。 

※該当なし  
 
観点 改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  
留学生用の資料に関しては、学生希望図書・学生選書員となった学生が直接図書を推薦

できる制度を活用し、留学生の要望に応えている。  
 図書館ホームページの英語版は随時更新を行い、非常変災における臨時閉館のお知らせ

は、中国語の併記を行っている。また、図書館利用案内の英語版（冊子）も毎年内容を最

新の情報に更新している。  
 留学生に特化した、図書館ＴＡによる図書館ツアーを開催し、その他必要に応じてＴＡ

による留学生サポートを実施している。講義開始時期に国際担当課を通じて英語版の図書

館利用案内を配付している。  



熊本大学附属図書館 

27 
 

 平成 26 年度に、国際戦略ユニットが企画する海外 FD 研修へ同行し、カナダのアルバー

タ大学附属図書館、エドモントン公共図書館へ図書館職員１名を派遣した。海外の大学図

書館及び公共図書館を視察し、職員と直接意見交換を行った。帰国後に「カナダの図書館

施設及びサービスの現状について」と題して報告会を実施した。 

平成 28 年度に、ミャンマー（ヤンゴン）で実施された日本留学フェア及び大学訪問に 

図書館課職員１名を派遣（国際戦略課職員が同行）し、多くの留学を希望する現地学生に

本学の説明や意見交換を行った。 

これらの他に、学内の英語研修に積極的に参加することで職員の国際化に対するスキル

育成を図っている。さらに、29 年度には中央館カウンタースタッフ（業務委託業者）と図

書館職員合同の英会話研修を実施した。  
 
（水準）  

期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 附属図書館では、留学生用図書を学生からの希望に応える形で購入している。また、図

書館ホームページ及び図書館利用案内の英語版は毎年改訂及び更新を行い、必要な情報を

随時正確に伝達している。留学生には、ＴＡによる図書館ツアーの開催や必要に応じサポ

ートを行っている。これらのことから、改善のための取り組みは期待される水準にあると

判断できる。  
 
４．質の向上度の分析及び判定  
 
分析項目Ⅰ 目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。  
 
 質を維持している  
 
 附属図書館では、国際化に向けて４つの計画を挙げており、計画に従って活動が行われ

ている。留学生用図書については、関連コーナーが整備拡充されており、英語版の図書館

ホームページは随時更新され、図書館利用案内（英語版）は毎年更新されている。留学生

向けに個別相談会・館内ツアーを開催し、ＴＡによる留学生への学修サポートを行ってい

る。  
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Ⅳ 管理運営に関する自己評価書  
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１．管理運営の目的と特徴  
 大学全体の将来構想の中で図書館の戦略的な位置付けを明確化し、学内外にアピールし

ていくことが重要であり、「図書館運営委員会」、「医学系分館運営委員会」及び「薬学部分

館運営委員会」でその実現を図っている。また、図書館の機能を維持・向上させるため、

戦略的で安定的な経費の確保策を策定し、その実現を図ることが必要であり、図書館運営

委員会（分館運営委員会を含む）において財政基盤に関する審議を行っている。 

 事務体制は、教育研究支援部長のもと、図書館課長、図書館課副課長、係長、図書事務

職員、有期雇用職員で構成されている。多様化する利用者ニーズに応えるため、政策的業

務や管理運営業務などを除き、定型的業務やサービス業務を平成 23 年度から外部委託し、

業務の効率化を図っている。薬学部分館については、外部委託を行っていたが、28 年度に

図書館職員の配置へと変更し、薬学部及び中央館との緊密な連携により図書館サービスの

充実を図っている。 

 なお、大学が主催するイベント（オープンキャンパス、ホームカミングデーなど）には

積極的に参加協力を行っている。 

 施設面については、平成 28 年熊本地震による物的被害（建物：壁のひび割れ多数、書

架：歪み、緩み、倒壊）を受けたが、29 年度には補修作業は終了した。  
 
［想定する関係者とその期待］  

図書館の利用者は、安心で安全な環境での学修や研究を期待している。学生は、図書館

が簡単にインターネットに接続できる環境であること、同時にこれらが適切に維持・管理

され、セキュリティ管理されていることを期待している。 

またレファレンスをはじめとした“サービス”はもとより、近年は図書館職員等による

学修支援も大きく期待されている。図書館が十分な任務を果たすことが出来るよう職員の

資質向上のための各種の専門研修に積極的に派遣しているほか、一般事務系の研修にも積

極的に参加している。 

 
２．優れた点及び改善を要する点の抽出  
【優れた点】  

熊本地震からの復旧作業の進展に合わせて利用可能なエリア・サービスを順次拡大し、

早期のサービス再開を行った。今後の地震対策として館内避難誘導通路の点検を実施し、

新規の保安灯設置及び被害書架の修復とともに図書の落下を防ぐ傾斜スライド棚を設置し

た。  
 
【改善を要する点】  
 耐震改修を主目的とした中央館改修では、床面積の増設には至っておらず、施設面にお

いては十分な規模を備えているとはいえない。  
 国指定の重要文化財を所蔵しており、慎重な管理が求められる。これらを収納し、調

査研究・展示までを行える高度な機能を備えた施設及び貴重資料の扱いも含めた、適切

な管理運営業務遂行上での人的資源の充実及び人材育成が必要である。  
 
３．観点ごとの分析及び判定  
分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること  
観点 管理運営のための組織及び事務組織が、適切な規模と機能を持っているか。また、

危機管理等に係る体制が整備されているか。  
（観点に係る状況）  

附属図書館は、中央館、医学系分館及び薬学部分館で構成され、管理運営組織としては、

附属図書館全体の管理運営に関する事項等を審議する機関として、各学部等の代表者で組

織された「附属図書館運営委員会」（13 名）を設置。また、同委員会の下に、各分館の運営



 熊本大学附属図書館 

30 
 

に関する重要事項を審議する機関として、それぞれのキャンパスに所属する教員等により

組織された「医学系分館運営委員会」（13 名）及び「薬学部分館運営委員会」（５名）を設

置している。 

 事務組織については、館長、教育研究支援部長の下に１課長、２副課長（現在、１人が

２チームリーダーを兼務している）、６担当体制をとり、専任定員 14 名、専任臨時職員 11

名で組織している。（資料 C-1-4-1-1（21 頁）、資料 E-1-1-1-1 及び E-1-1-1-2）。 

 附属図書館では、中央館窓口業務等の一部業務について外部委託を採用しているが、日

報等により本学職員が窓口業務等の状況を常に把握しつつ、定期的にミーティングを行っ

ている。 

 附属図書館の定型業務については、専任臨時職員、外部委託スタッフが対応しているが、

新たな業務を展開するための企画・立案・運営の取り組みには専任定員が中心となり対応

しなければならない。本学の図書館の専任定員数は 14 名と他大学に比べて少ない。同規模

大学の専任定員数を「日本の図書館 統計と名簿 2017」で比較した場合、富山大学 19 名、

信州大学 28 名、岡山大学 23 名、山口大学 19 名、愛媛大学 19 名、鹿児島大学 21 名となっ

ており、今後、図書館の機動的な運営を推進していくうえで、人的資源の不足は否めない。 

 附属図書館の管理運営及び業務の運用にあたっては、関係諸規則を整備している（資料

E-1-1-1-3）。 

危機管理等については、来館者及び職員の災害や事故等予期できない外的環境の変化に

対応するためマニュアルや緊急連絡網等を作成し対応している（資料 E-1-1-1-4）。 

また、附属図書館では、情報関連の業務を専門的に取り扱う部署として電子情報担当を

置いており、情報セキュリティや個人情報保護及び法令遵守等への対応も積極的に行って

いる（資料 C-1-4-1-1（21 頁））。  
 
（資料 E-1-1-1-1）熊本大学附属図書館運営委員会規則の組織及び審議事項  

(組織) 

第 2 条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 図書館長 

(2) 医学系分館長及び薬学部分館長 

(3) 教育学部及び大学院教育学研究科から選出された教授又は准教授 1 人 

(4) 大学院人文社会科学研究部から選出された教授又は准教授 4 人 

(5) 大学院先端科学研究部から選出された教授又は准教授 3 人 

(6) グローバル教育カレッジから選出された教授又は准教授 1 人 

(7) 大学教育統括管理運営機構長が推薦した者 1 人 

2 前項第 3 号から第７号までの委員は、学長が委嘱する。 

3 第 1 項第 3 号から第７号までの委員の任期は、2 年とし、再任を妨げない。 

4 第 1 項第 3 号から第７号までの委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前

項の規定にかかわらず、前任者の残任期間とする。 

(審議事項) 

第 3 条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

(1) 図書館規則その他重要な規則の制定改廃に関すること。 

(2) 予算概算の方針に関すること。 

(3) その他管理運営に関すること。 

                （出典：熊本大学附属図書館運営委員会規則から抜粋）  
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（資料 E-1-1-1-2）所掌事務  

(図書館課) 

第 19 条 図書館課においては、次の事務をつかさどる。 

(1) 教育研究支援部の事務の連絡調整に関すること。 

(2) 図書館資料の契約、受入、分類、目録、登録及び管理に関すること。 

(3) 図書の資産登録に関すること。 

(4) 学術リポジトリのコンテンツの収集及び登録に関すること。 

(5) 図書館の広報に関すること。 

(6) カウンター業務(貸出、返却、利用案内等に係るものをいう。)に関すること。 

(7) レファレンスに関すること。 

(8) 貴重資料の閲覧、貸出、電子化等に関すること。 

(9) 情報リテラシー教育支援(利用ガイダンス企画等をいう。)に関すること。 

(10) 文献複写及び図書館資料の相互貸借に関すること。 

(11) その他図書館課のミッション達成に必要な業務に関すること。 

                （出典：国立大学法人熊本大学事務組織規則から抜粋）  
 
（資料 E-1-1-1-3）附属図書館関係諸規則  

熊本大学附属図書館規則 

熊本大学附属図書館長選考規則 

熊本大学附属図書館運営委員会規則 

熊本大学附属図書館医学系分館運営委員会細則 

熊本大学附属図書館薬学部分館運営委員会細則 

熊本大学附属図書館利用規則 

熊本大学附属図書館医学系分館及び薬学部分館開館時間外利用細則 

熊本大学附属図書館貴重書及び特殊文庫資料利用細則 

熊本大学細川家北岡文庫古文書利用規則 

熊本大学附属図書館貴重資料公開指針 

熊本大学学術資料調査研究推進室要項 

                         （出典：熊本大学規則集から抜粋）  
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（資料 E-1-1-1-4）危機管理マニュアル目次  

 

                       （出典：危機管理マニュアルから抜粋）  
 
（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  

附属図書館は全学的な意見の集約が必要であり、運営委員会の構成員を館長、分館長及

び各学部等の代表者で組織している。また、本荘・九品寺地区に医学系分館、大江地区に

薬学部分館を置き、それぞれのキャンパスに所属する教員等より組織された運営委員会を

設置し、機動的な管理運営体制を敷いている。  
危機管理等は、連絡網等情報伝達体制やマニュアル等を整備しており、適切な管理を行

っている。  
 事務組織は、１課２チームの下に６担当を置いており、ピラミッド型の統一性のとれた

体制となっている。  
 一方、更に大学図書館の機能・役割の高度化・多様化に伴い，専門性を有した図書館職

員の人材育成が求められるが、大学の現状を踏まえると人員増は望めない状況のため、現

在の人員では高度情報化に係る新たな業務への対応は、困難である。  
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観点 構成員（教職員及び学生）、その他学外関係者の管理運営に関する意見やニーズが

把握され、適切な形で管理運営に反映されているか。  
（観点に係る状況）  

平成 27 年度に、WEB による「附属図書館の利活用に関するアンケート 2015」を実施し

た。利用者から飲食又は飲み物を許可してほしい、リフレッシュルームのにおいが気にな

るなどの意見が寄せられ、ラーニングコモンズでは密封容器に限り飲料持込を許可し、リ

フレッシュルームには脱臭機を設置した。 

平成 28 年度には、より多くの利用者の声を聞くため、WEB 及び紙媒体にて「附属図書館

の利活用に関するアンケート 2016」を実施した。休日の午前開館や机・椅子の増設、蔵書

（専門書）の増加について意見が多く寄せられ（資料 E-1-2-1-1）、運営委員会の下に館長

が座長となり、運営委員及び各学部学生・大学院生から構成される利活用に関する専門委

員会において、「試験期の休日の午前開館」、「座席数、専門書の増加」について検討を行っ

た。29 年度も引き続き検討を図り、試験期の休日の午前開館を含む中央館の開館時間の変

更について運営委員会において承認され、30 年度から試行するに至っている。 

また、利用者が意見を自由に記載できる「ご意見ご要望リクエスト」用紙を OPAC 端末機

横と複写機横に設置し、さらに図書館ホームページ上に ASK サービス（WEB 申請）を取り

入れ、一般市民の意見やニーズの把握に努めている。  
 
（資料 E-1-2-1-1）附属図書館の利活用に関するアンケート結果（抜粋）  

                            （出典：図書館課資料）  
 
  
（水準）  

期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 利用者のニーズを調査し、要望に応えるため、限られた予算の中で開館時間（試験期間

中の午前開館、館内整理日の午後開館、閑散期の開館時間の見直し）の変更を検討し、30

年度から試行を行っていることから期待される水準にあると判断できる。 
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観点 管理運営のための組織及び事務組織が十分に任務を果たすことができるよう、研

修等、管理運営に関わる職員の資質の向上のための取り組みが組織的に行われているか。 
（観点に係る状況）  

館長、部長及び課長等管理職は、全国的な組織である国立大学図書館協会が主催する総

会やセミナーをはじめとする各種会議並びにセミナー等に出席し、その成果を本館の管理

運営に役立てている。また、実務に携わっている職員については、学内外で開催される専

門的な研修のみならず、大学職員としての一般的な研修にも積極的に参加している（資料

E-1-3-1-1）。  
平成 29 年度に、九州地区国立大学図書館協会主催による電子ブック利用促進のための 

研修会を開催した。  

附属図書館に所蔵する貴重資料は本学の特徴となっており、これに関する知識や取り扱

いに関する人的な質の向上が必要である。今後、継続的な後継者養成のための取り組みが

必要である。  
 

（資料 E-1-3-1-1）平成 26～29 年度に参加した主な会議・研修等 

 会議・研修等名  H26 H27 H28 H29 
 
 
 
学  
 
 
外  
 
 
 

国立大学図書館協会総会及びﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾐﾅｰ 3 3 3 3 
九州地区大学図書館協議会総会  3 3 3 3 
九州地区国立大学図書館協会総会  3 3 3 3 
熊本県大学図書館協議会総会  2 2 2 2 
熊本県大学図書館協議会研修会  2 3 2 14 
熊本県図書館連絡協議会理事会  1 1 1 2 
熊本県図書館連絡協議会研修会  2 2 5 1 
図書館等職員著作権実務講習会（文化庁）  1 1 2 1 
九州地区目録講習会  1  1  
その他研究機関等が主催する研修等  8 15 12 12 

 
 

学  
   

内  
 

係長研修    2  
OJT 指導の仕方研修  1  2  
クレーム対応研修  2    
ビジネスマナー研修  1    
業務改善研修     1 
学務系職員研修    1  
その他学内で開催される研修等  5 6 2 1 

                          （出典：図書館課資料）  
（水準）  

期待される水準にある。  
 
（判断理由）  

附属図書館では実務を担当する職員だけでなく、管理職を含めた全職員が資質向上のた

め積極的に関係する会議並びに研修等に参加し、その成果を実務に活かしている。  
 
分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとともに継続

的に改善するための体制が整備され、機能していること。  
観点 活動の総合的な状況について、根拠となる資料・データ等に基づいて、自己点検・

評価が行われているか。  
（観点に係る状況）  
 附属図書館では、各部局等の活動の活性化を目的として、根拠となる資料・データに基
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づき、活動の自己点検・評価を行う全学的な「組織評価」を定期的（第１回：平成19 年度、

第２回：平成26年度）に実施しており、実施後の自己評価書は、熊本大学のホームページ

（http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kihonjoho/hyouka/hyouka）に掲載してい

る。 

また、全学的に実施される法人評価及び認証評価のための自己点検評価も定期的に実施

している。  
 
（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 附属図書館では、部局独自の自己点検・評価は実施していないが、活動の自己点検・評

価を行う全学的な「組織評価」の際に一部局として定期的に実施しており、また、全学的

に実施される法人評価及び認証評価のための自己点検評価も定期的に実施している。 

 

観点 活動の状況について、外部者（当該大学の教職員以外の者）による評価が行われ

ているか。  
（観点に係る状況）  
 附属図書館では、全学的に実施される法人評価、認証評価の自己評価を実施し、法人評

価は国立大学法人評価委員会（毎年度及び第１期：平成21年度、第２期：平成28年度）に、

認証評価（第１回：平成21年度、第２回平成27年度）は認証評価機関に定期的に評価を受

けている。  

 
（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 附属図書館では、全学的に実施される法人評価、認証評価の自己評価を実施し、定期的

に本学が外部機関による法人評価並びに認証評価を受ける際に一部局として評価を受けて

いる。  
 
観点 評価結果がフィードバックされ、改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  
 附属図書館の自己点検・評価については、組織評価委員会において評価作業を行い、自

己評価書は管理運営組織である運営委員会の議を経て確定する。 

 このように自己評価の内容は、運営委員会の委員全員が承知しており、評価結果に基づ

いた管理運営を行っている。 

 平成 26 年度に実施した組織評価の改善勧告事項は、改善計画を作成し、改善状況の報告

を行った。 

 
（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 附属図書館の自己点検・評価の評価結果は、管理運営組織である運営委員会の委員全員

が承知し、その評価結果に基づいた管理運営が可能な仕組みになっている。外部利用者の

「ご意見ご要望リクエスト」による評価も併せて、日々の図書館運営に活かされている。  
分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説明責任
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が果たされていること。（教育情報の公表）  
※該当なし  
 
分析項目Ⅵ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効に活用

されていること。（施設・設備）  
観点 教育研究活動を展開する上で必要な施設・設備が整備され、有効に活用されてい

るか。また、施設・設備における耐震化、バリアフリー化、安全・防犯面について、そ

れぞれ配慮がなされているか。  
（観点に係る状況）  
 耐震補強及び学修環境の整備のための全面改修が平成 25 年７月に竣工し、施設・設備に

おける耐震化、バリアフリー化、安全・防犯面の整備を図った(資料 E-2-1-1-1) (資料 E-

2-1-1-2) 。 

 ラーニングコモンズ内に、プレゼン練習や授業でも利用可能なグループ学修室や可動式

の椅子やホワイトボードを設置したアクティブエリア、レファレンスデスクを設置してい

る。古文書閲覧室では、古文書の閲覧の他に熊本大学附属図書館貴重資料展の会場として

活用を図っている。アクティブエリアでは、公開講演会（永青文庫セミナー）、しんぶんカ

フェ、各種セミナーが開催されている。 

 平成 26 年に防犯強化のため、閲覧カウンターに緊急通報装置を設置した。北地区門衛所

への直通連絡となり迅速な対応を可能にしている。また、28 年度から職員の不在時間帯及

び閉館時間帯に門衛所警備員による巡回を依頼し、カウンタースタッフ（委託業者）への

声かけ、異常の有無について確認を行っている。 

平成 29 年度学長裁量経費（設備マスタープラン）が措置されたことから、旧館の整備、

自動貸出返却装置の更新、多目的ラウンジ「車椅子用階段昇降機」設置を行った。 

旧館書庫については、平成 27 年度に生物的要因による多大な被害を受けたことから、外

部からの害虫進入を遮断するため入口に網戸設置や薬剤による防虫施工のためハイグレー

ドフリーザーを設置するなど環境整備を実施した。 

 自動貸出返却装置の更新により、頻発していた機器のエラーがなくなり、窓口の待ち時

間が解消された。学生証の IC カード変更に伴い磁気カード対応から IC カード対応に変更

し、学生の利便性を高めた。 

 バリアフリー化については、地下 1 階多目的ラウンジに、平成 29 年度末に階段昇降機

を設置し、誰にでも利用可能なスペースとし、館内施設の有効活用を図っている。 

また、平成 28 年熊本地震による被害を受けた棚板の交換、書架の修復を行い、誘導通路

確保のため保安灯を設置し安全面を確保している。  
 
（資料 E-2-1-1-1）施設・設備状況  

占 有 延 床 面 積  書 架 棚 総 延 長  図 書 収 容 能 力  
H29 年 度  

入 館 者 数 〔延 数 〕 

8884.00 ㎡  27.22ｋｍ  75.6 万 冊  375,622 人  

                （出典：大学・短期大学・高専図書館調査票２０１８）  
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（資料 E-2-1-1-2）  
バリアフリー（スロープ）及び安全・防犯面（防犯カメラ・自動ドア）配置図  
（地下中２階平面図）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１階平面図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車椅子用昇降機 
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（2 階平面図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          （出典：図書館課資料）  
 
（水準）  
 期待される水準を上回る。  
 
（判断理由）  
 ラーニングコモンズでは、講演会、各種セミナーの他に学生のプレゼンや語学の練習、

ディスカッション等にも広く利用されている。熊本地震による図書の落下、書架の故障は

見られたが、甚大な被害はなく、改めて地震に対する備え（ヘルメット、傾斜棚の設置等）

を確認している。館内には防犯カメラを設置し職員通用口は、常時施錠を行っており、安

全・防犯面で配慮している。  
 設備マスタープラン実施により資料保護に必要な害虫被害の拡大防止、装置更新による  
窓口の待ち時間短縮、車椅子用階段昇降機設置により設置前には限られた資料を置いてい

たスペースが新たなコレクションなどの設置が可能になり学生へのサービス向上に繋がっ

た。  
これらの取り組みや活動、成果の状況は良好であり、期待される水準を上回ると判断で

きる。  
 
観点 教育研究活動を展開する上で必要な ICT 環境が整備され、有効に活用されている

か。  
（観点に係る状況）  
 附属図書館中央館、医学系分館、薬学部分館の各館内に全学無線 LAN 基地局が設置され

ていて、学生がノート PC、タブレット端末、スマートフォンから自由にインターネットに

接続できるだけでなく、大学が契約している有料のデータベース、電子ジャーナルにアク

セスできる環境が整っている。 

このほか、附属図書館各館には学生が利用できるパソコン（総合情報統括センター所管

の教育用端末)が合計 139 台設置されている。 
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この台数は、全学の１割強にすぎないが、図書館のパソコンは開館時間帯ならいつでも

利用できるので学生にとっては最も利用し易いパソコンとなっている(資料 E-2-2-1-1 及

び資料 E-2-2-1-2)。 

 
（資料 E-2-2-1-1）教育用端末及び教育用プリンタの設置場所と台数  

 （出典：図書館課資料）                             

 
（資料 E-2-2-1-2）教育用プリンタの印刷枚数と教育用端末ログイン数（H29）  

（出典：図書館課資料）  

印刷枚数

4～6月 7～9月 10月～12月 1月～3月 合計

中央館PC 232,208 174,883 247,031 179,152 1,487,396

医分館PC 21,266 32,556 40,310 24,966 213,230

薬分館PC 8,691 8,075 9,732 5,990 58,986

図書館合計 262,165 215,514 297,073 210,108 1,759,612

全学PC 438,943 344,196 468,250 299,463 2,802,241

割合 59.7% 62.6% 63.4% 70.2% 62.8%

ログイン回数

4～6月 7～9月 10月～12月 1月～3月 合計

中央館PC 45,343 31,180 39,273 24,285 255,877

医分館PC 4,745 4,190 5,532 4,090 33,024

薬分館PC 1,128 1,048 1,065 766 7,248

図書館合計 51,216 36,418 45,870 29,141 296,149

全学PC 134,594 82,726 119,148 60,139 733,075

割合 38.1% 44.0% 38.5% 48.5% 40.4%
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（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  

『附属図書館の利用者全員が ICT 環境を享受できる。』を目標としている。 

パソコンコーナーを設けて相当数の端末機器を設置しているほか、無線 LAN 基地局を整

えていることから教育研究活動を展開する上で必要な ICT 環境は整えていると判断できる。 

 
観点 図書館が整備され、図書、学術雑誌、視聴覚資料、その他の教育研究上必要な資

料が系統的に収集、整理されており、有効に活用されているか。  
（観点に係る状況）  

附属図書館では、全学の図書の購入をまとめて行っており、各学部からの請求にもとづ

いて図書を発注し、目録作業後に各学部へ配送している。目録作業の実施により、蔵書検

索システムで所蔵資料の検索ができる。図書館に配架する図書は、シラバス掲載参考図書、

学生の希望図書、人文社会系大学院からの推薦図書、分野を限った重点図書、図書館員の

選書と多岐に渡って選書されており、教育研究に必要な図書を教育研究組織及び教育課程

に応じて偏りがないように収集、整理している。紙媒体以外に電子ブック、電子ジャーナ

ル 、 デ ー タ ベ ー ス を 整 備 し 図 書 館 ホ ー ム ペ ー ジ （ http://www.lib.kumamoto-

u.ac.jp/support/db/41）から、学内のどこからでも、常時パソコンをとおして利用できる

ようにしている。電子ジャーナルとデータベースは、学部によって教育研究環境に差異が

生じないように全分野をカバーするように選定しており、電子ジャーナルダウンロード数

も増加傾向にある。各学部の図書は通常は各学部に置かれているが、利用の必要がなくな

った場合は図書館へ返却され、再配架されることにより有効な活用に寄与している。附属

図書館は授業のある期間、中央館は平日 22 時まで、医学系分館は平日 21 時まで、土日休

日は中央館・医学系分館とも 12 時～18 時まで開館している。さらに、中央館では試験期

間中の土日休日は、学修環境の提供のため 20 時まで開館しており、有効に利用されている

（資料 E-2-3-1-1）。  
 
（資料 E-2-3-1-1） 利用統計  

 図書貸出冊数 電子ジャーナルダウンロード数 

平成 26 年度  78,937 564,588 

平成 27 年度  74,175 637,910 

平成 28 年度  68,657 633,576 

平成 29 年度  63,587 736,535 
                                  （出典：熊本大学データ集２０１８）  
 
（水準）  

期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 図書館の資料は多様な選書方法で、網羅的・段階的に収集している。収集した資料は蔵

書検索システムで時間・場所を問わず検索でき、図書館が夜間・休日とも開館しているこ

とによりいつでも活用できる。電子的な資料においても同様に収集し、24 時間オンライン

で活用できる。以上のことから期待される水準にあると判断する。 
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観点 自主学習環境が十分に整備され、効果的に利用されているか。  
（観点に係る状況）  

中央館では、１階ラーニングコモンズに、プレゼン練習や授業でも利用可能なグループ

学修室や、テーブルと椅子の配置を自由に変えられるアクティブエリア、レファレンスカ

ウンターを設置し、２階をサイレントエリアとして書架、閲覧席やスーパーサイレントル

ームを設置し静謐な学修環境を提供している。また、飲食が可能なリフレッシュルームを

設置し、自動販売機を１台設けている（資料 E-2-4-1-1）。１階のアクティブエリアにおい

てのホワイトボードの使用はもちろん、グループ学修室はプレゼンテーション練習やゼミ

研究の予約が入っている。２階のサイレントエリアでも個席やパソコンコーナーでのレポ

ート作成が見られ、効果的に利用されている。  
 
（資料 E-2-4-1-1）施設整備状況  

  1 階  ラーニングコモンズ 2 階  サイレントエリア 

名 称  グループ学 修 室  

その他  

(アクティブエリア 

パソコンコーナー等 ） 

スーパー 

サイレントルーム 

その他  

（パソコンコーナー 

閲 覧 席 等 ） 

座 席  40 220 22 265 

パソコン台 数  0 48 0 40 

ホワイトボード 3 4 0 0 

プロジェクター数  3 1 0 1 

H29 年 度 入 館 者 数 ：375,622 人     

                           （出典：図書館課資料）  
 
（水準）  

期待される水準にある。  
 
（判断理由）  

多様なニーズに応じた学修環境の提供が可能になり、各施設設備は効果的に利用されて

いる。よって、期待される水準にあると判断できる。  
 
 
４．質の向上度の分析及び判定  
 
（１） 分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること。  
 
 質を維持している  
 
 管理運営体制は、附属図書館運営委員会を中心に整備されている。事務組織は、平成 23

年度よりサービス業務の一部を外部へ委託しており、それに伴い、図書館職員は平成 21 年

度当時 19 名の定員数が、25 年度には 14 名に減じた。平成 21 年度の図書館事務組織は１

課に管理系・サービス系があり１課長・２副課長の下で機能していたが、平成 22 年 10 月

以降は１ユニット２チーム制をとっているものの、一人のチームリーダーが２チームを兼

任している状態が続いている。本学図書館の人的資源不足は顕著であり、外部委託により

一部の業務については、経験を積むことが困難になり事務組織として知の継承が難しくな

っている。今後は、本学の特徴である貴重資料の管理には専門的な知識や技術が必要であ
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り、その後継者の育成が喫緊の課題である。 

 
（２） 分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとと

もに、継続的に改善するための体制が整備され、機能していること。  
 
 質を維持している  
 
 附属図書館では、全学的に実施される法人評価、認証評価の自己評価を実施している。  
 自己評価の内容は、附属図書館の管理運営組織である運営委員会の委員全員が承知して

おり、評価結果に基づいた管理運営を行っている。  
 
 
（３） 分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説

明責任が果たされていること。（教育情報の公表）  
 ＊該当なし  
 
 
（４） 分析項目Ⅳ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効

に活用されていること。（施設・設備）  
 

改善、向上している  
 

 耐震補強及び学修環境の整備のための全面改修が平成 25 年７月に竣工し、施設・設備に

おける耐震化、バリアフリー化、安全・防犯面の整備を図っている。バリアフリーの面で

は、多目的ラウンジに階段昇降機を設置し、防犯面では、緊急通報装置の設置や門衛所警

備員と連携をとり防犯強化を行い、熊本地震を契機に誘導通路確保のため保安灯の設置や

傾斜スライド棚を設置し安全を確保している。 

 
  



熊本大学附属図書館 

43 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ 教育研究支援に関する自己評価書  
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１．教育研究支援の目的と特徴 

大学を取り巻く社会状況として、情報環境や学術コミュニティが急激に変動しつつあ

る。本学附属図書館は、今日の社会における知識基盤として、記録媒体の如何を問わず、

知識、情報、データへの障壁なきアクセスを可能にし、それらを活用し、新たな知識、情

報、データの生産を促す環境を提供することによって、大学における教育研究の進展とと

もに社会における知の共有や創出の実現に貢献する使命がある。 

この使命を達するため、附属図書館の理念と目標・計画を策定している（資料F-1-1-1-

1）。この中で教育・学修支援および研究支援として、それぞれの目標と計画を掲げてい

る。 

教育・学修支援においては、新聞、辞書、学術論文索引データベースの整備、シラバス

に掲載されている参考図書の講読、パッケージ科目関連図書コーナーの設置、学生による

選書等で、学生の学修環境・資源の充実を図っている。また、アクティブラーニング推進

を目的として設置した図書館のグループ学習室やラーニングコモンズは、グループ学修や

ディベートの場として活発に活用されている。また、ここにおいて、平成25年度から図書

館職員によるレファレンス、26年度から図書館TAによる学修サポートを実施するほか、ガ

イダンスの実施やデーベースの利用説明会の実施等、教育支援の拡充を図っている。 

研究支援においては、高額な電子ジャーナルやデータベースを限られた予算枠内でより

有効なコンテンツを選定・整備し、安定的に提供することによって本学の学術情報基盤を

築いている。また、本学での研究成果である学術情報を収集し、学術リポジトリに掲載公

開することによって、研究のオープン化と推進を支援している。 
 
［想定する関係者とその期待］  

図書館が行う教育研究支援において想定する関係者は、第一に在学中の学生である。学

生にとって図書館は、学修場所としての役割、PC の利用、その他の多様な利用という“場

所”としての図書館の存在を期待している。また、グループ学修やディスカッション等、

アクティブラーニングの場としての機能も図書館に求められている。また学修方法、資料

や情報の検索および収集整理、レポート・論文の作成方法、PC をはじめとする情報機器の

使い方の相談等の学修への積極的な支援も期待されている。 

 第二の想定する関係者は、教員（研究者）である。文献の貸出、取り寄せ、複写、また

電子ジャーナルに関するサービスの提供は従来から図書館に期待されている研究支援であ

る。電子ジャーナル経費の高騰をきっかけとして機関リポジトリの重要性を見直すなど、

これからは研究形態の変化に対応した新しいサービスの提供も期待される。図書館の持つ

アーカイブ機能の柔軟なサービスを提供し、所蔵する文献などの利用をいっそう容易に（ま

た柔軟に）することで研究推進を支援することなどが考えられる。 

図書館を利用する一般市民からも研究支援に対する期待が持たれている。学外の研究者

等へ当館が所蔵する貴重資料等を開示することは、図書館の重要な役割である。中央館の

改修により、研究者等が貴重資料を広げて調べたり、数人規模のゼミを行ったり、海外そ

の他の来賓や報道関係者に披露したりできる部屋として資料閲覧室を配置し、研究支援へ

の取り組みを一層充実した。 

 最後に本学職員にとっても図書館は重要な位置を占めている。業務上必要な文献を検索

し、自身の研鑽のため必要な資料の収集を図書館に期待している。新採用職員研修に図書

館研修が取り入れられており、職員として必要な知識獲得のため図書館の利用を勧めてい

る。 
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２．優れた点及び改善を要する点の抽出  
【優れた点】  
 利用者の意見を取り入れるためアンケートを実施し、そこで得られた意見･要望に対応

するため運営委員会の下に専門委員会を設置して検討を行い、30 年度から図書館サービス

（試験期の土日の開館時間の見直し等）の試行を行っている。 

 
【改善を要する点】  

25 年度に設置したラーニングコモンズの利活用の促進 

 
３．観点ごとの分析及び判定  
分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、教育研究支援活動が適切に行われ、成果を上げてい

ること。  
観点 教育研究支援活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具

体的方針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されてい

るか。  
（観点に係る状況）  

教育研究支援活動の目的や基本方針は、理念と目標・計画（資料 F-1-1-1-1）で示して

いる。 

平成 24 年度第５回附属図書館運営委員会で「これからの図書館－中央館改修後の基本

的な運用計画－」（資料 F-1-1-1-2）が出され、改修後の基本的な運用は、運用計画に沿っ

て進めており、計画や具体的方針は図書館ホームページで公開している（資料 F-1-1-1-3）。 

 なお、各年度の具体的な計画や活動内容については、各年度当初に開催される第１回附

属図書館運営委員会において審議しており、前年度の活動実績の報告も併せて行っている。 

 

（資料 F-1-1-1-1）理念と目標・計画（抜粋） 

 
（出典：附属図書館ホームページ）  
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（資料 F-1-1-1-2）これからの附属図書館（抜粋）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       （出典：平成 24 年度第５回附属図書館運営委員会 資料２）  
 
（資料 F-1-1-1-3）公開アドレス  
 
 
 
 
 
 
 

       （出典：附属図書館ホームページ）  
 
（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 教育研究支援活動の計画や方針は、附属図書館ホームページに公開されている。「これか

らの附属図書館－改修後の基本的な運用計画－策定」は国立国会図書館ポータルでも取り

上げられ、全国の図書館職員が目にする機会を得ている。上記のことから、期待される水

準にあると判断できる。  
 
観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  
教育研究支援活動の目的を達成する上での実施組織は、組織図に示されており、計画に

基づいた活動が適切に実施されている。  
 平成 20 年度創設の「熊本大学東光原文学賞」は、本学学生の読書への関心の喚起、文章

作成能力の涵養という意義のみならず、附属図書館の利用者増や熊本大学の広報の一翼を

理念と目標・計画（資料Ｆ－１－１－１－１）  
http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/about/aboutus/vision 
 
これからの図書館－中央館改修後の基本的な運用計画－（資料Ｆ－１－１－１－２） 

http://www.lib.kumamoto-
u.ac.jp/sites/default/files/images/kaishu/relibrary_2013.pdf 
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担っている。なお、応募者は、本学学生を限定としている。大学院生の応募は少ない状況

であるが、文系の学生だけではなく、理系の学生からの応募も多く実績を上げている（資

料 F-1-2-1-1）。 

平成 11 年度から実施している図書館ガイダンスは、学生等が図書館の利用方法をマス

ターし、効率よく文献収集を行えるようになることを目的に開催している。平成 26 年度か

らは、留学生向けガイダンスを新たに開始した。授業と連携したガイダンスも実施してお

り、教員からの依頼に基づきゼミや演習の目的に合わせてオーダーメイド化して実施して

いる（資料 F-1-2-1-2）。 

ラーニングコモンズにおいては、授業や講演会が実施され、新聞をテキストにした「新

聞カフェ」は定期的に実施されている。また、ラーニングコモンズ内にサポートデスクを

設置して TA による学習支援サポート（平日 16 時～19 時）を平成 26 年度から開始した。 

利用者からのレポートの書き方、自学・自習の進め方、文献検索などの学修相談に応じて

いる。図書館の活性化や本学学生の学びを触発することを目的とした TA によるミニセミ

ナー「くまぽんカフェ」を平成 28 年度から年２回程度開催している。 

 本学教養教育の改革の柱である「肥後熊本学」（平成 29 年度開講）に関して、平成 27 年

度に館内に「肥後熊本学コーナー」を設置した。専用書架を設け関連図書の拡充と同コー

ナーの充実を図っている。また、30 年度から開講する教養教育のパッケージ科目参考図書

の整備を行った。 

 
（資料 F-1-2-1-1）東光原文学賞関連資料  
 

       （出典：図書館課資料）  
 
 
 
 
 
 

文 学 部, 33, 
49%

社会文化学研究科, 1, 
2%

法 学 部, 3, 5%

教育学部, 4, 6%

教育学研究科, 2, 
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理 学 部, 6, 9%
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自然科学研究科, 
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東光原文学賞 学部別応募状況（26-29年度）
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（資料 F-1-2-1-2） 図書館ガイダンス関連資料  

 
＊1 年生向け授業「図書館活用法」は、28 年度までは必修科目で、29 年度は新入生 START 

UP 講座（単位には含まれない）の中で実施。 

       （出典：図書館課資料）  
 
（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 附属図書館の理念と目標・計画に沿って活動している。特に、ガイダンスについては、

平成 26 年度から留学生向けに個別に実施している他に、ゼミ・授業と連携して教員の依頼

に応じてオーダーメイド化して実施している。また、学生の修学支援強化のため、TA によ

る学習支援サポートを開始実施している。 

上記より、期待される水準にあると判断できる。  
 
観点 活動の実績及び学生・研究者の満足度から判断して、活動の成果があがっている

か。  
（観点に係る状況）  
 学生の教育支援として、学生選書員による学修用図書の選書、選書員以外からの希望図

書のリクエストを受け付け蔵書構成に反映させている。平成 29 年度には教員による学生

用図書の選書（推薦図書点数 456 点）を試行し、蔵書の充実及び学修支援の強化を図って

いる。 

 電子コンテンツ（電子ジャーナル及びデータベース）の費用上昇が続き、今後の電子コ

ンテンツの選定・契約の検討資料とするため、平成 27 年度に電子コンテンツに関するアン

ケートを教員等に実施し、電子ジャーナル、データベースともに８割以上が不満はないと

回答しており、研究基盤として現状の契約を維持すべきとする回答が過半数であった。 

経費の一部を前年度予算で前倒して支払うことで予算確保に努めることや複数年契約の導

入により電子コンテンツの安定供給を図っている（資料 F-1-3-1-1）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図書館ガイダンス実施状況

開催数 人数 開催数 人数 開催数 人数 開催数 人数

図書館主催・ガイダンス 72 181 59 200 57 146 61 180

授業連携・ガイダンス 22 476 18 408 15 308 14 411

図書館主催・データベース利用説明会 2 60 2 169 2 123 2 147

1年生向け授業「図書館活用法」 25 1,696 25 1,586 25 1,516 7 701

計 121 2,413 104 2,363 99 2,093 84 1,439

28年度 29年度
ガイダンス種類

26年度 27年度
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（資料 F-1-3-1-1）  
「電子ジャーナル・データベースに関するアンケート」結果（抜粋）  

            （出典：平成 27 年度第 5 回附属図書館運営委員会 資料３）  
（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 学生用図書については、学生希望及び図書館職員による選書を行っていたが、29 年度に

教員による選書を試行し、大学図書館としての蔵書の充実と学修支援の強化を図っている。   

また、電子コンテンツに関するアンケートを実施し、研究者の意見や要望を確認した上で、 

安定した提供を図るため、予算の一部前倒しや複数年契約の導入を行っている。 

上記より、期待される水準にあると判断できる。 

 
観点 改善のための取組が行われているか。  

（観点に係る状況）  
活動の状況を検証する組織は、附属図書館運営委員会（資料 C-1-4-1-1（21 頁））である。

検証は、毎年委員会の議題となる図書館の活動報告（資料 F-1-4-1-1）で確認され、学内

選出委員に改善のための意見を聴取している。 

 平成 27 年度から附属図書館運営委員会の下に専門員会を設置し、教員、学生からアンケ

ートで寄せられた要望や意見など附属図書館の諸課題について審議検討を行っている。 

 電子コンテンツについては、「電子ジャーナル等の検討に関する専門委員会」において検
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討を図り、特に、価格高騰が続く電子ジャーナルについて、選定基準等を定めた「電子ジ

ャーナル選定に関する申合せ」を平成 28 年度に策定した（資料 F-1-4-1-2）。全学経費に

て講読する電子ジャーナルの入替が実施できる体制を整え、利用率の高いジャーナルを優

先して選定するとともに契約予算額の予算上限（シーリング）を設定した。 

 利活用については、「附属図書館の利活用に関する専門委員会」で利用者にアンケート

（平成 27，28 年度）を実施して要望・課題を把握し、改善案について検討を行った。具体

的には、27 年度アンケート結果からは、脱臭機の設置（リフレッシュルーム）やアクティ

ブエリアでの密封容器に限り飲料の持込を許可するに至っている。28 年度アンケート結果

からは、ラーニングコモンズに机・椅子の増設、書庫に閲覧台を設置した。試験期の休日

の午前開館の要望については、閑散期の開館時間見直しとあわせて、平成 30 年度から以下

の３点を試行するに至っている。 

１．試験期の土日祝日は、開館時間を 10 時とする 

２．館内整理日は、午後から開館する。 

３．閑散期（２月後半～３月上旬）の開館時間の見直し 
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（資料 F-1-4-1-1）平成 29 年度附属図書館活動状況（抜粋）  

（出典：平成 30 年度第 1 回附属図書館運営委員会 資料８）  
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（資料 F-1-4-1-2）電子ジャーナル選定に関する申合せ  

（図書館課資料）  
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（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  

教育研究支援活動改善のため、学生アンケートを実施し、利用者の意見を取り入れ改善

を図っている。価格高等の続く電子ジャーナルについては、選定に関する申合せを策定し  
予算の範囲内で安定して提供できる体制に努めている。  
 上記のことから、期待される水準にあると判断できる。  
 
４．質の向上度の分析及び判定  
 
（１）分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、教育研究支援活動が適切に行われ、成果を上

げていること。  
 
 質を維持している  
 
 学生アンケートを 26、27 年度に実施し、利用者の具体的なニーズを調査し、要望に応え

るため、運営委員会の下に専門委員会を設置し改善策について検討を行い、30 年度からサ

ービスの試行（開館時間の見直し）に至っている。電子コンテンツについても、特に、電

子ジャーナルについて、タイトル選定に関する申合せの策定、複数年契約の導入などを行

い、安定供給を図っている。  


